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研究成果の概要（和文）：宗教中国化、特にキリスト教とイスラームの研究を行った。以下、明らかになった。
第一に、2015年の宗教中国化の方針が明らかになるとともに、宗教教義への介入と、非中国的とみなされた教会
やモスクの改造が進んだことである。改革開放後の宗教復興とは一線を画す。これは、「初心忘るるべからず」
という社会主義路線の堅持と、「中華民族の大復興」という大国ナショナリズムの発揚が根底にある。第二に、
世界第二の経済大国となった中国は、一帯一路によりイスラーム諸国との経済・安全保障体制を堅実なものと
し、結果、海外のイスラーム勢力の干渉を遮断することに成功した。それにより宗教という不安定要因を除去す
ることに一応成功した。

研究成果の概要（英文）：We Studied Sinicization of Religion, particularly Christianity and Islam. We
 clarified the following points. First, the policy of Sinicization of Religion since in 2015 
included the   official intervention in religious doctrines and the remodeling and destruction of 
churches and mosques. This is far different from the religious revival after the initiation of the 
reform and open policy. This phenomena is based on Xi's adherence to the socialist principle of 
atheism, using the slogan of "remembering the original intention" and the stress of great power 
nationalism,using the slogan of "the great revival of the Chinese nation". Second, China, which has 
become the world's second largest economy, has established a solid economic and security 
relationship with Islamic countries through the "Belt and Road" initiative. As a result, China has 
succeeded in blocking the interference of Islamic powers abroad. As a result, it has succeeded in 
eliminating the unstable factors of religions.

研究分野： 中国近現代史
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
習近平政権下で起こっている宗教中国化という名の世俗化政策は宗教教義への介入や宗教教育の制限をももたら
している。本研究はこのことを中国史全体やグローバリゼーション下での中国の政治的経済的地位向上の文脈の
中でとらえなおした。すなわち、宗教への介入は、中国の歴史上繰り返されていることであり、その性格上普遍
化を目指す世界宗教は、中国社会に存在する以上、中国社会や政治の中でいつも改変を余儀なくされている、と
いうことである。現在の中国政府は自由、民主、人権、法治といった西欧式の普遍的価値観に対する警戒感を怠
らず、その文脈で宗教に対する統制を強化している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 研究開始当初は、中国の習近平主席の任期第二期にあたり、2015 年以来の「宗教中国化」が
実行に移され、その内容が明らかになりつつあった時期であった。例えば、すでに地下化してい
た非公認教会の摘発、宗教学校の廃止、ハラールレストランでのアラビア語表示の削除、教会や
モスクへの監視カメラの導入、愛国主義の強調、教会やモスクの「改造」などの宗教組織、宗教
文化や宗教教義への介入が顕著にみられた時期であった。すなわち、習近平第一期目や、それ以
前の胡錦涛、江沢民、鄧小平の宗教自由化路線とは明らかに違う現象がみられはじめた。「宗教」
という言葉すらもが 2016 年以降にタブー化されていた。研究代表者と研究分担者は、それぞれ
中国での宗教関係のフィールドワークを長年行っていたものであったから、この転換には驚か
された。その政策転換の意味とは何かを探ろうと考えたのが背景にある。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
習近平体制における宗教政策の大転換の背景と、その目的さらにはその背景について考察をす
ることが目的であった。 
 
 
３．研究の方法 
歴史研究の分野では、宗教中国化に匹敵することが、中華人民共和国時代のみならず、中華民国
期やそれ以前の王朝期に行われていたことを公式文書や雑誌記事に基づき論証した。また、
Covid-19 のロックダウンと宗教統制の二重の問題により、現地に行って調査をすることは不可
能となり、文化人類学的調査や社会調査はあきらめざるを得なかった。その代わり、インターネ
ット等で現れる公式非公式の言説研究や、中国版 SNS で現れる宗教や信仰者に対するヘイトス
ピーチ、さらにはそれに対する反論などを追って、差別が正当化される社会環境の状況を分析し
た。また、海外に逃れた宗教者たちにオンラインでインタビューして、いま中国の信仰者がおか
れている状況を調査した。 
 
 
 
４．研究成果 
（1）歴史的観点からいえば、外来世界宗教に対する締め付けは、中国の歴代の歴史においても
連続して存在してきた。しかし、政府や権力者による統制や多数派からの差別にも拘わらず、そ
れを跳ね返し、サバイバルする力も信仰者たちは持っていた。例えば、イスラームに関しては、
19 世紀雲南の「回民蜂起」で無辜のムスリムが大量虐殺されたことに関して、20 世紀民国時代
の実力者たちが慰霊碑を作ったり、名誉恢復を果たそうとしたり、差別防止のための国民代表を
送り出す運動を行ったりした。このような弾圧を跳ね返そうとする力をムスリムは持っていた
ことを、特に民国時代のムスリム向き雑誌を使って論証した。 
（2）信仰をもつ女性たちが男性支配、階層差別、エスニシティ差別からいかに安心な空間をつ
くり、自信を取り戻し、エンパワーしようとしたのかについて、民国時代のムスリム向き雑誌か
らあぶりだして論証した。さらには、現代中国における目に見えぬ宗教差別や民族差別を、ヘジ
ャーブをかぶることによって止揚させようという動きも見出した。さらには、厳しい統制の下に
あっても、面従腹背をしつつ、宗教復興を海外ででも行おうとする勢力を追った。 
（3）習近平の「宗教中国化」の動きは、原点回帰の社会主義原則の堅持とナショナリズムに裏
打ちされている。これは、国内の権力維持のためのみならず、国際社会における中国の大国とし
ての地位向上と関連していることを論証した。無神論を原則とする社会主義政権であるがゆえ
に、「信仰の自由」は人民民主専政の名のもとで、制限を余儀なくされる。すなわち、改革開放
期に例外的な宗教への寛容さがあったということになる。しかし、その時代はすでに終わった。
すでに世界第二位のＧＤＰを誇る経済大国、14 億の人口を擁する大国となった中国は、特に米
国をはじめとした自由主義陣営との対決色を強めている。その勢力拡張の過程の中で、発展途上
国を「一帯一路」構想の中で自分たちの陣営に取り入れることになった。それらの多くが発展途
上国で、中国式権威主義的統治方式にある程度の憧憬と親和性をもつ国家体制を擁する。そのよ
うな国家ではよしんば宗教が大きな力をもっていたとしても、チャイナマネーに抗することが
できないような経済的状況に陥っている場合が多い。それゆえ、中国の宗教統制は内政問題とし
て処理され、外交の場でも語られることがなくなっている。 
（4）草の根の動きとして、中国国内の信仰者が、海外布教をしようと試みたこともあったが、
以上のような情況に鑑み、難しくなっている。すなわち、現在は、チャイナマネーと国内の統制
の中にあって、宗教者は逼塞を余儀なくされている。 



（5）宗教教義への介入は、スローガンにまで現れ、かつての「愛国愛教」は、「愛党愛国」にす
り替わった。これは、信仰の根拠である唯一神の絶対性をも揺るがすような出来事である。この
スローガンは、いわゆる「集中営」（中国側のいう「再教育センター」）がつくられはじめた新疆
ウイグル自治区で 2016 年、2017 年ごろから現れ、全中国に拡大した。少なくとも中国の主権範
囲内で最高の権力を持つものは中国共産党で、それは道徳と規範を規定するという宣言にもみ
える。さまざまなメディアでいわれる「文革 2.0」と言われるゆえんである。しかしながら、長
年の社会主義体制の中で無神論者が過半数を占める中国では、信仰をもつものへの偏見が強く、
教育現場でも、インターネット等でも宗教は「落後」の象徴の一つとして批判の対象となってい
る。それがゆえ、中国社会全体からいえば、「宗教中国化」の問題点は看過されている。 
（６）「信仰の自由」という自由主義陣営では当たり前とされる価値観を反転させ、国家による
介入をやすやすと果たしたたことが「宗教中国化」の真骨頂であり、それはそのままいわゆる欧
米流の普遍的価値観（自由、人権、民主、法治）へのアンチテーゼとなっている。そして、それ
は、コロナ後の厳しい入国制限や、インターネット遮断、インターネット検閲といった最新デジ
タル技術で具体的なものとされている。 
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